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1 . 緒 言

自 動車 室 内 に お け る 運転者及 び 同 乗 車 の 快適
性 を 支配す る 重要 な 要素 と し て シー ト の 「座 り
心地」 が あ る 。 そのため 、 「座 り 心地」 を支配する
因子の定量化を試みた研究は種々 み ら れるが、 現状
においては専門家の経験や勘 に頼る部分が多い。

そ こ で、 本研究 で は 同 ー のハ。 ッ ド 材 と表皮材 を
用 い て 、 異な る 形 状 に 加 工 さ れた運転席 シ ー ト
の 「座 り 心地」 を 被験者 に 評価 さ せ 、 シ ー ト 形
状 が 「座 り 心地」 に 及 ぼす影響 に つ い て検討 し
た。 さ ら に 、 「座 り 心地J 評価量 と シー ト 形状寸
法、 シー ト 自 体 の 圧縮 特 性 と の 対応 関 係 、 な ら
び に 人体 と 座席聞 の 体圧 分 布 量 と の 対応関係 に
つ い て も考察 し た。

2 . 試料及び実験方法

2.  1 試 料

一般に、 自 動車 シー ト は三層 (表面層 、 パ ッ ド 層 、
パネ ・ フ レー ム 層 ) で構成 さ れて い る 。 実験 に 用
い た試料は形状差があ る 3 種類の運転席 シー ト
で、 セ ダ ン 、 ワ ゴ ン 、 及 びス ポ ー テ ィ タ イ プで
あ る 。 ま た 、 各 タ イ プ の シ ー ト の 表皮材 に は市
販乗用 車 シ ー ト に 使 用 さ れて い る 編 物 2 種類

(A ; ト リ コ ッ ト 、 B ; ダブル ラ ッ セル) を 用 い 、
計 6 種類 の 運転席 シ ー ト を作製 し た 。 ま た 、 パ
ッ ド 層 の 素 材 はポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム で あ り 、
硬度 (25%圧縮 し た時 の 荷重値) は 3 種類の タ
イ プ共 に 、 座部が 1 9k9、 背 も たれ部が 1 3kg で同
一であ る 。

2 . 2 r座 り 心地J の官能検査

図 1 に 示すよ う に 、 各 タ イ プの運転席シー ト
の設定条件 (座面 角 度 、 ヒ ッ プポ イ ン ト ) は市
販車 と 同ー と し 、 背 も たれ角度は 110 0 一定 と し
た 。 官能検査 に 用 い た 「座 り 心地」 を 表す形容
語 は 7 種類 ( 高 級 な 、 ス ポ ー テ ィ な 、 や わ ら か
い 、 あ たた か い 、 すべすべ し た 、 地厚な 、 弾む)
で あ る 。

6 種類 の 運転席 シ ー ト よ り 2 種類ずつ 組み合
わせた 1 5 対 の シー ト を ラ ン ダム に選択 し 、 それ
ぞれへ被験者 1 6 名 を着座 さ せた。 そ し て、 触覚
の みで各形容語 に つ い て一対比較法 に よ り 、 5
段階で判 定 を 行わ せ た 。 な お 、 被験者 は視覚 の
影響 を 除 く た め 、 アイマスク を装着 し 、 判定時間 は制
約 し なか っ た。 ま た 、 実験は温度 200C 、 湿度 60 %
阻 下で行な っ た。

Fig.l  Experimental s巴at

2 . 3 rシー ト 形状」 に関連する物理量

( 1 ) シー トの圧縮特性
JASO 試験規格 に 基づ き 、 各座席の 圧縮荷重~

撰み特性 を測定 し た。 座部で は 45kg 荷重時、 背
も たれ部では 1 5kg 荷重時の 曲線の撰み量を測定
し た。 さ ら に 、 荷重~撰み曲線よ り 、 座部で は 60Kg
荷重時、 背 も たれ部で は 20kg 荷重時の 曲線の傾
き で あ る 静パ ネ 定 数くB. 1 .  > 、 以 テ リ シ ス ロ ス率くHys­
l o s s) [加圧時 と 除圧時 と の仕事量 の 差 を 加圧時
の仕事量 に対する 比率で表す] を算出 した。

( 2 ) 体圧分布量
座部及び背 も た れ部上 に セ ン サ シー ト (BIG­

MAT 2000 、 ニッタ (株)製) を設置 し 、 被験者 を 5 分
間着座 さ せ た 。 そ し て 、 人体 と 座部間 お よ び背
も たれ部聞 の接触圧力 、 接触面積を測定 し た。



3. 結果 と考察

3. 1 r座 り 心地J の官能評価結果

一対比較法 で官能評価 を 行 っ た 結 果 よ り 、 シ
ェ ッ フ ェ の 変形 一 芳賀 の 変 法 を 用 い て 、 各形容
語 に つ い て各 シー ト の 平均 噌好度 を 求 め た。 各
タ イ プ と も 、 表皮素材 に ダブル ラ ッ セル(B) を 用
い た 方が よ り 「 高 級 な」 、 「 や わ ら か い 」 、 「 あ た
た か い J 、 「すべすべ し たJ 、 「地厚な」 、 と評価す
る 傾向がみ ら れた。

シー ト の 「座 り 心地」 に 関連 す る 各形容語聞
の 関 係 を 明 ら か にす る た め に 、 7 種類の形容語の
平均 噌好度 に 因 子分析法 を 適用 し た 。 そ の 結果
よ り 、 第 l 因 子 に は形容語 「 高 級 なJ 、 「スポ ー テイ
な」 、 「弾む」 、 第 2 因子 に は、 「 あ た た か い」 、 「す
べすべ し た」 、 「地厚な」 が含 ま れて い る 。

よ っ て 、 座席形 状 が異 な る 運転座席の 「座 り
心地」 は 「高級感」 、 「スポ ー ティ 感」 、 「すべすべ感」
で表 さ れた。

3.  2 シー ト 形状 に 関連する物理量

各座席 の 座部 及 び背 も た れ部 に つ い て 測 定 し
た圧縮荷重 ~ 撰み 曲線 よ り 、 スホ。 ー ティ タ イ プの座
部及び背 も た れ部 が着座時 に お い て 最 も 身体 の
沈 み込みが速 く 、 身体 の 動 き に 対す る 座面 の 応
答 が よ い と 考 え ら れ る 。 一方 、 高 級感 が あ る と
評価 さ れ た ワ ゴ ン タ イ プ の 座部及び背 も た れ部
は着座時 に お け る 身体の沈み込みが最 も 遅 く て、
や わ ら か い と考え ら れ る 。

3. 3 官能評価量、 シー ト 形状物理量、 体圧

分布量 と の関係

各形容語 に つ いて被験者が評価 し た平均曙好度
と 各 シー ト の b70 ホ。 イ ン ト、 座面角 度 、 座部及び背
も た れ部 の 圧縮特性、 体圧分布量 よ り 求 め た 平
均 圧 力 と 平均 接触面積 と の 相 関 係数 を 表 l に 示
す。

表 1 よ り 、 シ ー ト 形状 に 関連す る tッア ホ。 イ ン ト 、
座部の撲み量、 座部及び背 も た れ部 の 以テリシス ・ ロス

率は 「高級感」 に 関連す る 形容語 と 正 の 相関 、 「ス
ポ ーティ感」 と 負 の 相 関 で あ る 。 ま た 、 座面角度、
座部及 び背 も た れ部 の 静 パ ネ 定 数 は 「高級感」
と 負 の 相 関 、 「スポ ーティ 感」 と 正 の 相 関で あ る 。

し たがっ て、 座面角度が大 き く 、 硬 く て 、 着座
時 に 身体 の動 き に 対す る 座面 の 応答が速 い シ ー
ト は はず ，ティ感」 が あ る と評価 さ れた。

一方、 着座時 に境み量が大き く 、 ゆ っ く り 沈み
こ む シ ー ト は 「 高 級感」 が あ る と 評価 さ れた と
考 え ら れる 。

ま た 、 「スポ ー ティ 感J は背 も たれ部の接触圧力 ・

面積 と 正 の 相 関 が高 く 、 「高級感」 は背 も たれ部
の圧力 ・ 面積 と 負 の 相 闘 が高 い 。

よ っ て、 被験者は形状 の 異な る シー ト の 「スポ ー
ティ 感」 及び 「高級感」 を評価す る 場合、 座部 よ り
も 背 も たれ部 に注 目 し て い る 。

Table 1 Correlation Coefficients 
"High-class" “Sporty" 

1 .  Hip-point 0.928 -0.997 
2. Cushion-angle -0.922 0.998 
3.  Deflection-c 0.932 -0.990 
4. Deflection-b 0.600 -0.535 
5. B.I.-c -0.930 0.996 
6.  B.I.-b -0.834 0.826 
7 .Hys-loss -c 0.930 -0.995 
8. Hys・loss -b 0.777 -0.899 
9. Pressure -c -1 0.255 0.107 

10. Pressure -c ・2 -0.263 0.407 

11 .  Pr巴ssure -b -1 ー0.841 0.835 

12. Pressure -b -2 -0.759 0.728 
13. Area-c -1 -0.441 0.586 

14. Area-c -2 -0.537 0.679 

15. Area-b-1 -0.926 0.968 

16. Area-b-2 -0.924 0.998 

-c ; cushion， -b ; back， ・1 ; 100sec lat巴r，
-2 ; 200sec later 

4. 結 論

(1) 外形形状だけが異なる 運転席 シー ト の 「座 り
心地J は 「スポ ーティ感」 、 「高級感J 、 「すべすべ

感」 で表 さ れ る 。
(2) 着座時 に 身体の動 き に 対す る 座面の応答が

速い シー ト は 「スポ ーティ感」 、 やわ ら か く 、 着
座時 に ゆ っ く り と 沈 み込 む シ ー ト は 「高 級
感」 と評価 さ れた。

(3) シ ー ト の 物 理 量で あ る 座面角 度及び静パ ネ
定数は 「スポ ー ティ 感J と 正 の 相 関 、 「高級感j
と は負 の 相 関 が高 い 。 摸み量及びヒステ リ シス ・ ロス
率 は 「高級感」 と 正 の 相 関、 「スポ ー ティ感」 と

は負 の 相 関 が高 い 。 し た が っ て、 こ れ ら の 物
理量よ り 座 り 心地を設計する指針 を得た。

(4) í対。 テ ィ 感」 、 「高級感」 は シー ト 座部 よ り
も 背 も たれ部の体圧分布量 と 相 関が高い。
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